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奈
良
教
育
大
学
附
属
中
学
校
通
信
第
一
号
（
通
算
四
十
四
号
）

一一
学
期
の
お
も
な
行
事

学
期
の
お
も
な
行
事

※
急
な
変
更
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ご
容
赦
下
さ
い
。

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
四
月
十
六
日
発
行

【
４

月
】

日

１
年
心
電
図
、
検
尿
予
備
日
、
全
国
学
力
状
況
調
査

17

日

耳
鼻
科
検
診

19

本
年
度
の
学
年
編
成
・
お
も
な
校
務
分
掌

本
年
度
の
学
年
編
成
・
お
も
な
校
務
分
掌

日

２
年
内
科
検
診
・(

特
支)

新
入
生
歓
迎
会

20

日

新
旧
学
校
保
健
委
員
会

23

【
学
年
配
当
】

日

３
年
内
科
検
診

24

日

検
尿
２
次

25

学

年

主

任

１

組

２

組

３

組

４

組

５

組

日

検
尿
２
次
予
備
日
、
歯
科
検
診

26

日

(

１･

２
年
生)

奈
良
め
ぐ
り
、
新
旧
評
議
員
会

27

１

年

佐

藤

長

友

中

村

山

上

市

橋

柁

谷

【
５

月
】

２

年

佐
古
田

中

嶋

荘

司

山
本
佑

山
本
浩

福

嶋

１

日

開
校
記
念
日(

休
業
日)

３

年

葉

山

有

馬

岸

田

若

森

佐

竹

小

倉

２

日

防
火
訓
練

７

日

３
年
生
総
合
テ
ス
ト
②

(

学
年
付)

(

１
年)

尾

本(

組)

・
辰

巳(

組)

・
大

谷(

５
組)

８

日

１
年
内
科
検
診

(

２
年)

奥

原(

組)

・
挽

地(

組)

９

日

部
活
動
発
足
会
、
検
尿
３
次

(

３
年)

吉

田(

組)

・
竹

村(

組)

・
成

田(

養
護)

日

部
活
動
保
護
者
会(

基
準
日)

、
検
尿
３
次
予
備
日
、

10

眼
科
検
診

【
企
画
委
員
】

日

前
期
生
徒
総
会

11

日

奈
良
市
民
体
育
大
会(

基
準
日)

13

(

校
長)

森

本

(

副
校
長)

谷

口

(

主
幹
教
諭)

松

田

日

育
桜
会
総
会
、
教
育
後
援
会
総
会

14~

日

２
年
臨
海
実
習

16

18

奥

原
・
佐

藤
・
佐
古
田
・
葉

山
・
吉

田
・
竹

村
・
小

倉

~

日

３
年
修
学
旅
行(

・

日
振
替
休
日)

19

22

23

24

･

日

１
年
野
外
活
動(

日
振
替
休
日)

20

21

22

日

(

特
支)

授
業
参
観

29

【
校
務
分
掌
】

･

日

中
間
テ
ス
ト

30

31

教
務
部

◎
奥

原
・
尾

本
・
葉

山
・
荘

司

【
６

月
】

文
化
部

◎
中

嶋
・
柁

谷
・
岸

田

日

奈
良
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会(

基
準
日)

10~

日

教
育
実
習(

２
週
間
実
習)

11

22

生
活
部

◎
吉
田
・
長
友
・
市
橋
・
佐
古
田
・
山
本
浩
・
有
馬
・
小
倉

日

ス
ポ
ー
ツ
デ
イ(

鴻
ノ
池
競
技
場)

(

雨
天
→

日)

15

18

日

生
徒
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

16

図
書
部

◎
山
本
佑
・(

佐
久
間)

【
７

月
】

整
美
部

◎
成

田
・
山

上
・
挽

地

２

日

(

特
支)

防
災
避
難
学
習

保
体
部

◎
佐

藤
・
中

村
・
福

嶋

２~

４

日

期
末
テ
ス
ト

日

(

特
支)

Ｐ
Ｔ
Ａ
、(

午
後)

期
末
懇
談

17

研
推
部

◎
竹

村
・
辰

巳
・
大

谷
・
佐

竹
・
若

森

･

日

(

全
日)

期
末
懇
談

18

19日

終
業
式

20

日

３
年
生
総
合
テ
ス
ト
③

27

◎
尾

本
・
森

本
・
谷

口
・
松

田
・
佐

藤
・
佐
古
田
・

葉

山
・
大

谷
・
吉

田
・
成

田

০
ফ
২
म
␓

【
年
度
替
わ
り
の
人
事
異
動
に
つ
い
て
】

੬
৕

੡
␓

68

〈
離
任
〉
岩
﨑
千
尋(

国
語)

・
小
嶋
祐
伺
郎(

社
会)

・
川
合
利
幸(

音
楽)

੓
৕

੡
भ

71

吉
岡
睦
美(

数
学*

人
事
交
流
に
よ
る)

・
新
井

馨(

美
術)

ৗ
ো
ে
॑

〈
着
任
〉
辰
巳
喜
美(

国
語)

・
中
村
基
一(
社
会)

・
挽
地
夕
姫(

音
楽)

ひ
き
ち

ಶ
इ
ऽ
ख
ञ
␔

山
上
成
美(

数
学)

・
長
友
紀
子(

美
術)

や
ま
が
み

教

育

相
談
部

語
彙
（
ご
い
）
を
増
や
そ
う

学
校
長

森
本
弘
一

新
年
度
が
は
じ
ま
り
、
た
く
さ
ん
新
し
い
こ
と
を
学
習
し
て
、
楽
し
い
毎
日
を
過
ご

し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
春
は
、
多
く
の
野
草
の
花
が
咲
き
、
緑
も
鮮
や
か
で
華
や

い
だ
気
持
ち
に
な
り
ま
す
ね
。

さ
て
、
日
本
の
近
代
の
学
校
制
度
が
始
ま
っ
た
の
は
、
明
治
時
代
か
ら
で
す
。
明
治

時
代
の
日
本
の
教
育
の
進
展
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
海
外
か
ら
驚
き
の
目
で
見
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
明
治
時
代
の
基
礎
は
、
江
戸
時
代
の
寺
子
屋
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
寺
子
屋
は
、
お
寺
な
ど
で
子
ど
も
達
が
勉
強
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
寺

子
屋
の
教
育
内
容
は
、
「
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
寺
子
屋

に
は
、
教
科
書
が
あ
り
ま
し
た
。
寺
子
屋
の
教
科
書
の
一
つ
「
百
姓
往
来
（
ひ
ゃ
く
し

ょ
う
お
う
ら
い
）
」
を
少
し
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
凡
（
お
よ
そ
）
、
百
姓
、
取
り
扱
う
文
字
、
農
業
耕
作
の
道
具
、
鋤
（
す
き
）
、
鍬
（
く

わ
）
、
鎌
（
か
ま
）
、
か
ら
す
き
、
馬
ぐ
わ
、
と
う
ぐ
わ
、
竹
く
ま
で
、
へ
ら
、
こ
え
た

ご
、
天
秤
棒
、
あ
じ
ろ
、
持
ち
か
ご
、
駒
ざ
ら
え
、
じ
ょ
れ
ん
、
ま
た
ぶ
り
、
か
ま
げ
、

槌
（
つ
ち
）
、
ま
ぐ
い
、
そ
り
、
（
中
略
）
は
ね
つ
る
べ
、
水
車
、
ふ
み
車
、
竜
骨
車
、

蓑
（
み
の
）
、
笠
の
修
理
を
破
損
を
加
え
、
毎
日
、
田
畑
を
見
廻
り
、
指
図
肝
要
な
り
。

（
略
）
」

こ
の
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。
江
戸
時
代
は
、
国
民
の
ほ
と
ん

ど
が
農
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
農
業
に
使
う
道
具
と
そ
の
名
前
を
知
る
こ
と

は
と
て
も
重
要
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
達
は
、
家
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
て
、

農
業
の
体
験
は
豊
富
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
た
く
さ
ん
の
言
葉
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
の
で
し
ょ
う
。

「
百
姓
往
来
」
の
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
学
校
の
役
割
の
一
つ
は
、
言
葉
を
学
ぶ

こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
語
彙
を
増
や
す
こ
と
で
す
。
語
彙
を
増
や
す
と
い
う
こ
と

は
、
単
に
言
葉
を
知
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
験
を
基
に
説
明
で
き
る
言

葉
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
「
大
腸
菌
」
と
い
う
言
葉
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
言
い
換
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
「
大
腸
菌
」
を
知
ら
な
い
人
に
ど
う
言
い
換
え
れ
ば
、
わ
か
り
や
す
く
な
る

で
し
ょ
う
か
。「
バ
ク
テ
リ
ア
」「
細
菌
」「
ば
い
菌
」
で
し
ょ
う
か
。「
汚
れ
の
指
標
」「
食

中
毒
の
原
因
」
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
別
の
視
点
で
は
、
「
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
道
具
」
と
も
言
え
ま
す
。

大
き
さ
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
肉
眼
で
は
見
え
ま
せ
ん
ね
。
光
学
顕
微
鏡
で
や
っ
と

見
え
る
大
き
さ
で
す
。
肉
眼
で
見
え
る
大
き
さ
は
、0

.
1
m
m

(
1
0
0

μ
ｍ)

、
光
学
顕
微

鏡
で1

0
0

倍
に
拡
大
す
る
と
、0

.
0
0
1
m
m
(

１
μ
ｍ)

と
な
り
ま
す
。
電
子
顕
微
鏡
で
さ
ら

に
拡
大
す
る
と
大
腸
菌
が
長
方
形
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

大
腸
菌
は
、
ど
こ
に
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
名
前
の
通
り
、
ヒ
ト
の
消
化
器
官
の
大

腸
に
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
大
腸
だ
け
で
な
く
、
ヒ
ト
の
皮
膚
に
も
、
身
の
回
り
の
至
る

と
こ
ろ
に
も
い
ま
す
。
海
に
も
い
ま
す
。
海
水
浴
場
の
水
質
判
定
基
準
に
、
大
腸
菌
数

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
腸
菌
は
、
摂
氏
何
度
で
増
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

℃
で
す
ね
。
ヒ
ト
の
体
温
に

37

近
い
温
度
で
よ
く
増
殖
し
ま
す
。

私
が
、
こ
ん
な
説
明
が
で
き
る
の
は
、
大
腸
菌
を
観
察
し
て
、
大
腸
菌
を
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
か
ら
採
取
し
て
培
養
し
た
経
験
が
あ
る
か
ら
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
新
し
い
学
年
で
た
く
さ
ん
の
言
葉
を
学
習
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
学
習

す
る
と
き
に
体
験
を
伴
っ
た
り
、
人
に
説
明
し
た
り
す
る
と
、
自
分
の
語
彙
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
１
年
間
で
た
く
さ
ん
の
語
彙
を
身
に
つ
け
て
下
さ
い
。


